
7月29日から、8月5日までの1週間、第８回カンボジアスタディツアーに参加いたしました。在カン
ボジア日本大使館、UNESCOプノンペン事務所、キリングフィールド、寺子屋やそこに通う方の家庭
訪問、アンコールワット見学、アプサラダンスの鑑賞など、大変充実した学びを得ることができまし
た。　

�には、�界の�どもたちの�療や��に貢�し、そのためのシステムを��させるという�来の⽬
標があります。そのために、アプリコンテストや、ビジネスコンテスト、��研�プログラム、��
やフィンランドへの��研�などに��してきて、たくさんの��を積んできました。しかし、⾃�
が�来貢�したいと思っている発��上国には⼀度も�れたことがなかったです。

�は、上�のようなコンテスト活動を�じて、「⾃�の想�と、��の現状ギャップ」と��するこ
とが�いです。だからこそ、�の�現に向けて、��に�上国に�れて、現地の�が何に�っている
のかを⾃�なりに理�したいと�じたのが��のきっかけです。
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��のきっかけ



寺子屋訪問

�たちは、8/2にリエンダイにある���に�問しました。現地の�供たちは、�に六⽇、1⽇あたり
4時間��するというカリキュラムで��しているそうです。

�たちは、現地の�供�に�り�を�えたり、⼀�に��を作成したりしました。��もほぼ�じな
い中、きちんと�を�いてもらえるのか、また⽇�の��を�しんでもらえるのかなど、��する前
は�配でした。しかし、��に⾏ってみると、現地の�供たちはみんな、「何か�しいことを��す
ること」をすごく�しんでいて、��に�を�いてくれました。���での授業に��に伺い、みん
なで�問した�にも、1��きなことは��であると�える⽣徒が�かったり、��に�しても、⽇
�の⽣徒の何�も��に�り�んでいました。

しかし、現地の���には冷�はなく、��に⼀つか⼆つシーリングファンがあるだけで、とても暑
いです。現地の�たちは�れている��でしたが、�は��の中にいてもずっと汗が⽌まりませんで
した。�についても、⽇�のように⼀�あたり⼀つ�えられるわけではなく、�れた�い�と椅�を
で何�かの�⽣が⼀�に��するスタイルでした。

この他にも、��的だった�来事があります。それは⼩�⽣クラスの⽣徒たちと中�⽣クラスの⽣徒
たちの��に�来の�は何かと�問したときのことです。⼩�⽣クラスの⽣徒たちが、�者やバスガ
イド、コックさんなど��な�業を�にしているのに�して、中�⽣クラスになると、��する�業
の種�がかなり減った��を受け、�者に�しては1�もいませんでした。�はこの現状に疑問を�
いて�問したところ、「年�を重ねるにつれて、その�につく�しさを理�するようになり、�めて
いる可�性が�いと」回�されました。���には、�の⼿�いをしながら�う⽣徒も�いです。そ
のため、�業を�める理由は、�につく�易度だけでなく、��を⼗�にこなす��がないことも⼀
�だと�えます。また、研�を�めるうちに、⼩�⽣くらいのうちからある�度�来の�種を�めて
おかないといけない場�があることもわかりました。�によっては、�ての科⽬を��に履�できる
とは�らないので、�いうちからある�度�来の�種を�ってそこに向けた専⾨的な��を�めるそ
うです。

それでも、���で�ったことはあるかという�問に�しては、�にないという回�が�ってきて、
現地の⽣徒たちは、不�を�くことなく�の��でできることに精⼀��り�んでいるという��を
受けました。

�上の��から、�びたいという�い思いを持っているのに、��する��が⼗�でなく、�きたい
�業を�める場�があることがわかり、��な気持ちになりました。そして、⽇�ではよく、「�界
には、��をしたくてもできない�供たちがいるのだから、恵まれた��にありがたいと思ってがん
ばりなさい」と�います。しかし、�回のツアーを�して、⾃�の�かれた��に��するだけでは
不⼗�であることに気がつきました。�界の��の現状を知った�、�の⾃�や�来の⾃�にできる
ことは何かと�えるきっかけとなりました。

����の�問



学習者の自宅訪問

����問の�に、���の�⽣の⾃宅に伺いました。

洪�を凌ぐために�が��になっていたり、周りに⽝や��などの動物がいる��をみるなど、現地
の��に�れることができました。

また、この�のお�さんは、草で作った畳を�んで売っているそうなのですが、その価�が18ドル
で、�たちが��で�べたランチの��とそれほど�わりませんでした。さらに、エアコンがないこ
とから、夏場はなかなか�られないということを�きました。このことから、物を正当な価�で��
する仕�みがない可�性や、貧�の�が⼤きい可�性があると�じました。

�しずつ発�してきているという��だったカンボジアですが、いまだに����が�っているので
はないかという��を受けました。

識字クラスの訪問



�たちは、⼩��クラスだけでなく、識�クラスにも�問しました。識�クラスとは、�⽣時代に⼗
�な��を受けられなかった⼤�に��を�えるために開�されたクラスです。このクラスの�徴
は、�っている⼤�のほとんどが女性であるということです。これは、圧�的に女性の�が識�率が
�いことが��です。昔、女性は料理や�事など女性らしい⾏動をしなければならないというしきた
りが�く、��する��があまり�えられなかったそうです。⽇�にも、昔にそういうしきたりはあ
りましたが、カンボジアでは�でもなおその��が⼤きいということに、�しい気持ちになりまし
た。

また、��が�めないせいで油や洗�を�と��いして�供に�えてしまうなどの事例も知りまし
た。⽇�では、�ての�供が義���を受けられる��があるので、��が�めないことについて�
く�えたことはありませんでしたが、この�来事を�じて、�が�めることや�算ができることが当
たり前ではないと��するようになりました。

また、識�クラスも、恵まれた����ではありませんでした。開�時間が18時から20時までと�
いにも�わらず、電�が⼀つしかないのでとても�いです。さらに、先⽣の�料がそれほど�くない
ので、�員不⾜にも�⾯しているそうです。�でも��ボランティアなどはたくさんあり、それもと
ても⼤事なことだと思いますが、��に�わる�の�料を⾒�すなど、��的なシステムを�しずつ
�えていく必�性を�じました。



キリングフィールドへの�問も、�く��に�っています。まず、犠牲になった�たちの頭�⾻が積
み上げられたケースを⾒たり、��した�やされた�の��を⾒たりして、�が�くなりました。他
にも、��に�が��されていた��や�問の��、さらには��相⼿すらも�⼿に決められたこと
を知り、当時の��がよくわかりました。

しかし、例�的に��や�問の��にならなかった�もいるようです。それは、その�が武�やなど
についての専⾨知識がある場�です。�は、そのことを知って、�が⾃�にとって都�が良いか�い
かだけで処刑の��にするのかを��していたように�じました。

�では、国���で�界平和が�われるようになり、戦�や��をなくすために動いていると�じま
すが、�易や��においては、「その国や��が⾃国にとって都�が良いか否かで��を�えている」
と��することがあります。このことと、��の歴史を��づけるのは、�し�和�があるかもしれ
ませんが、「�ての国に上下��がなく、�が�等であるという�識をみんなが持ち、�当の�味で
助け�える国���」に�づいてほしいです。そうなることによってこのような歴史が2度と�り�
してほしくないと�から�じました。

その他印象に残っていること

キリングフィールドの�問

マーケット

研�の�間に、シェムリアップとプノンペンにあるマー
ケットに�かけました。現地の�と�流しながら�切り
��をしたり、可愛い服を購�できたりして、⼀�で�
すと�当にとても�しかったです。

しかし、�から�り�ると�し�しい気持ちになる�来
事もありました。カンボジアの��はドルとリエルで、
4000リエルが1ドルに�します。しかし、マーケットに
て、リエルでの��いが⽣じるときは、リエル�の金�
を�し�いてもらうことが�かったです。��は、まけ
てもらえたのかなとしか思っていなかったですが、現地
の��の状�をある�度理�した上で�え�すと、�算
ができない故に�すしかないという可�性に気づき、�
�な気持ちになりました。



まるまる⼀つのココナッツがジュースとして売られていた
り、現地のフルーツを⽤いたスムージーが��でとても�味
しかったり、カンボジアで�味しい��が売られていたりな
ど、�鮮な発⾒がいくつもありました。�事中に野良猫やハ
エ、ゴキブリに��することもあり、現地の�⽣��を知る
きっかけにもなりました。

�事中に�の��や、アプサラダンスという現地の�踊を�
賞することもありました。�に、アプサラダンスについて
は、ポルポト政�時代に⼀度失われかけましたが、現地の
�々の�⼒によって�しずつ復旧してきた歴史があると知
り、�動しました。

 

⾷事

仲間との
��い

このツアーは、主に��や��に�ぶことが�かったですが、�
�者は、��問題や�療問題、国�問題など、それぞれに�味の
ある�野があったり、�来やりたいことは�しずつ�ったような
��を受けます。だからこそ、みんな�う��で�上国に貢�し
たいと�えていることを��して、�野が�がったように�じま
す。

その他にも、みんなでコオロギやタランチュラを�べたこと、�
に��でたくさんおしゃべりしたこと、メンバーやカンボジアの
��と�ごっこしたことなど、�てが思い�です。このメンバー
で⾏けて�当に�せでした。



「仲間との��い」の項⽬で、軽く�れましたが、�は、カンボジアに⾏く前の事前��にて、メン
バーが国��や���などを中�に�味を�め、活動したり、アクションを�こしたりしていること
に気がつきました。しかし、�の他に「�上国が�える�療問題」に�味を持っているメンバーは�
なく、事前��での発�内�も他の�と�し�うように�じていました。さらに�までの活動に�し
ても、他のメンバーが���のリーフレット制作などのボランティア活動が中�であるのに�して、
�はサイエンスコンテストなどを中�に⾏ってきて、これまでの�り�みも�と�うことから��の
�は、�し不�もありました。

でも、いざツアーに��してみると、そんな不�を�く必�はなかったと��するようになりまし
た。なぜなら、発��上国が持っている�題は、�てがつながっている�に�じたからです。例え
ば、現地にて、��者の��問をした�、女性が1�間かけて�む畳の��が��のランチ⼀��に
相当することから����を��することがありました。しかし、この�題を�決するためには、金
�的な�援だけでなく「�業の�択を�やせるようにするための���援」や、「貧�地域にも�療
を�ける�療�援」さらには、「他国の�にこの現状を�える」ことなど、�々な�援が必�です。

つまり、これは、⾃�の�味のある�野から、発��上国に�して��な貢�の仕�があるというこ
とです。だからこそ、「国���に�して何か⾃�にできることはないか」と�え、⾃�なりに⾏動
を�こしたことがある�であれば、�することなく、ぜひ挑戦してみて�しいです。そして、カンボ
ジアの��や現地の�々の⽣活を��に⾒ることによって、⾃�が国���にできることを�れる�
�の��をぜひとも掴んで�しいです。

そして、このような��な��を作ってくださった⽇�ユネスコ協��盟の�さんおよびかめのり財
団の�さんに�くお�申し上げます。この��を�じて、「�界の�供たちの��に貢�できるシス
テムを作る」という�来の⽬標を�えられるように��ります。

さいごに




